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1. はじめに 

1.1 概要 

近年、デジタルサイネージ技術が様々な所で使用さ

れるようになってきており、デジタルサイネージによ

る情報の発信が増えてきている。デジタルサイネージ

は都市部では見る機会が多いが、地方での導入例はあ

まりないのが現状である。しかし、デジタルサイネー

ジが秘める潜在的な可能性は極めて大きいため、これ

を利用し地域店舗の活性化の一助となる取り組みがで

きないか、と考えた。 

本研究は、伏見台商店街に所属している店舗を対象

にデジタルサイネージを設置し、店舗に訪れる人の「デ

ジタルサイネージの視聴時間」や「来店者数に対する

サイネージ閲覧者数」から地方部におけるデジタルサ

イネージの有用性について検証するものである。 

 

1.2 目的 

デジタルサイネージは主に都市部で不特定多数向け

の広告媒体として利用されることが多いが、人口の少

ない地方ではこのような需要はほとんど成立せず、そ

のためこれまで地方でのデジタルサイネージの導入例

はあまり多くなかった。しかし、デジタルサイネージ

が地方で全く成果を上げていないわけではない。少な

い成功例の1つとしてJR長崎駅のデジタルサイネージ

系サービス「ナビタッチ(1)」が挙げられる。これは、駅

周辺案内図の表裏に FeliCa リーダー/ライターとQRコ

ードが用意されており、携帯電話をかざすだけで駅周

辺案内図をデジタル地図として持ち出せるというもの

である。観光客の多い長崎では利用者のニーズと合致

した情報を提供できたため、交通広告ビジネスとして

も高い効果が得られた。このように、利用者のニーズ

がうまく反映できれば、地方においてもデジタルサイ

ネージが有効となる可能性は高い。よって我々は、デ

ジタルサイネージを利用して地域店舗の活性化の一助

となるような取り組みができないか、と考えた。 

本研究では伏見台商店街に所属している店舗を対象

にコンテンツを表示するモニターを設置し、デジタル

サイネージ導入による集客率の変化や地域商店の振興

を目的に実証実験を行う。 

 

2. デジタルサイネージとは 

 デジタルサイネージは、人がある程度集まる場所に

ディスプレイを設置し、多数の閲覧を前提に様々な情

報を表示するものである。従来から存在する電光掲示

板の高精細版とも言えるが、このデジタルサイネージ

が近年注目を集めている理由としては、ディスプレイ

価格の下落とインターネット環境の普及により、非常

に安価かつ手軽にシステムが構築できるようになった、

という事が挙げられる。 

 我々はこの安価に導入する事が可能である部分に着

目し地方でもデジタルサイネージが効果的に導入でき

ないかと思い、地域商店が新規顧客を獲得できるよう

な仕組みを考えた。 

 

3. 実証実験 

3.1 実験機器 

 本研究では固定されたコンテンツを繰り返し表示す

るため、ネットワーク接続が前提となっているデジタ

ルサイネージシステムは使用せず Android スティック

端末にコンテンツを保存して HDMI 端子より出力する、

といった形式を取る。これによりスティック端末は軽

量小型であり場所を取らず、ディスプレイは通常の地

上デジタル対応テレビがそのまま流用可能なため、店

舗側で用意することも容易であり、比較的安価かつ店

舗側に負担をかけずに導入する事が出来る。 

 

3.2 実験 

 本研究の実験風景を図 1 に示す。モニターは同じ商 

店街の中にある店舗である北國銀行伏見台支店、業務

スーパー三馬店、クスリのアオキ三馬店、金沢赤十字

病院、三馬郵便局、天一屋（そば屋）の6箇所に設置

した。コンテンツの内容はデジタルサイネージの特性

を活かした動的コンテンツなどを中心に各店舗の基本

情報や一押し情報などを掲載した3分程度の長さのコ

ンテンツを作成した。複数の店舗でコンテンツを表示

する事によって、それぞれの顧客を他の店舗に誘導す

ることが可能になるため、それぞれの店舗で顧客の新

規獲得が期待できる。 
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図1  実験風景 

 

 

4. 結果 

 デジタルサイネージを見た人からの意見を以下に示

す。この意見はサイネージを見た人や設置した店舗の

店長などに聞き込み調査を行って得た回答である。 

 

 店舗の内装がわかり、機会があれば行ってみたいと

思った。 

 安心感を得ることができた。 

 店員や店長の顔がわかり、興味が持てた。 

 普段見ないものが置いてあったので気になった。 

 待ち時間の暇つぶしに最適だと感じた。 

 画面が小さく文字が見えないところがあった。 

 動画時間が長くて全部見たくても見られなかった。 

 クーポン情報などがあれば店舗に行ったかもしれ

ない。 

 

 また、「デジタルサイネージの平均視聴時間」と「来

店者数に対するサイネージ閲覧者数（閲覧率）」の二つ

を集計した。集計方法としてモニターが設置してある

店舗に行き現場で目視でのカウントを行った。また、

「来店者数に対するサイネージ閲覧者数」はモニター

を5秒以上閲覧した人を1カウントとして集計した。

集計は北國銀行伏見台支店、業務スーパー三馬店、ク

スリのアオキ三馬店、金沢赤十字病院の四ヶ所で行っ

た。表1に結果を示す。 

 

表1  各店舗における平均視聴時間と閲覧率 

店名 平均視聴時間(s) 閲覧率(%) 

北國銀行伏見台支店 35 27 

業務スーパー三馬店 10 20 

クスリのアオキ三馬店 25 81 

金沢赤十字病院 27 72 

 

 

5. おわりに 

今回の実験では 3 分という長さのコンテンツを作成

し各店舗で表示したのだが、視聴時間がコンテンツの

長さに比べてどの店舗でも約20～30秒と短い結果とな

ってしまった。これは音声などの注目を引く要因が少

なく注目度が低くなってしまい、立ち止まって見る人

が少なかった事が原因だと考えられる。しかし、店舗

側の声によると、普段見慣れないデジタルサイネージ

を物珍しさに何度も見に来るリピート客やコンテンツ

を見て実際に店舗に来た新規顧客なども少なからずい

る事がわかった。また、サイネージを見た人の意見と

して、普段見ることの出来ない店内の内装や店舗で働

いている店員の顔などの情報がサイネージを通して見

ることが出来て安心してお店に行く事ができたなどの

意見もあったため、デジタルサイネージの導入は新規

顧客の獲得に一定の効果があるのではないかと考えら

れる。 

今回用いたシステムではネットワークを使わずロー

カルの端末にコンテンツを保存する形式をとったが、

今後は林らの開発したシステム(2)を用いて、ネットワー

クを通じてより多岐にわたるサービスの提供を考えて

いる。 
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